弟子屈のカヌー下り―水辺の景色を楽しむ
釧路川は、屈斜路湖から太平洋に流れる美しい河川です。川の上流は、水深が浅く流れが緩やかなのでカヌー下りに最適です。急流や白く泡立つ奔流はなく、水の上でカヌーを滑らせるのはのんびりした森林散歩に似ています。

屈斜路湖からのスタート
屈斜路湖の湖畔から湖上に漕ぎ出し、川の先端を示す狭い水路を通過して橋の下に向かいます。湖水はきれいに澄み、岩石から沈泥へと川床が変化する軌跡をたどることができます。新鮮な湧き水がブクブクと泡立つ場所には、川岸にエゾシカがしばしば水を飲みにやって来ます。たとえ動物たちの姿を見ることができなくても、川床の沈泥にひづめの跡が見られるでしょう。

一年中楽しめるカヌー
釧路川のカヌー下りは、温暖な季節だけに限りません。冬季は晴天の日が多く、川の流れが氷結しないので、抜けるような青空の下、雪に覆われた樹々を背景にカヌーを滑らせる貴重な経験が楽しめます。

カヌーを楽しむ際の注意点
川の両側は丈の高いアシと木々に守られています。カヌーの漕ぎ手をさえぎるのは倒木や低く枝垂れた木の枝です。
個人でカヌーをレンタルするオプションはありません。自分の装備を持ち込むか、地元のガイドつきツアーを予約してください。英語を話すガイドが対応します。家族づれにはカヌーを2艘予約することをおすすめします。2艘のカヌーを隣り合わせにつなげば家族そろって川下りを楽しめます。小さなお子様を同伴するビジターは、より大きなゴムボートを利用すれば安全に航行できます。





